
つ
め
て
み
よ
う
観
て
み
よ
う

見

　「
夜
寝
ら
れ
な
い
と
き
に
台
詞

を
読
ん
で
覚
え
ま
し
た
。お
母
さ

ん
と
練
習
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

ま
た
や
っ
て
み
た
い
な
」

に
ほ
ん
だ
え
も
ん

（
日
本
駄
右
衛
門
を
演
じ
た

                  

七
条
飛
鳥
さ
ん
）

　「
台
詞
を
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り

言
っ
た
り
、見
え
の
き
り
方
、足
を

高
く
あ
げ
た
り
、傘
の
上
げ
方
な

ど
難
し
い
こ
と
が
多
か
っ
た
け

ど
、普
段
体
験
で
き
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」

（
弁
天
小
僧
菊
之
助
を
演
じ
た

                  

江
沢
円
花
さ
ん
）

　
子
ど
も
た
ち
に
歌
舞
伎
が
で
き

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。一
人

市
民

シリーズ
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館
山
が
、
日
本
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
故

郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う
学
生
を
サ
ポ
ー

寝
ら
れ
な
い
と
き
は

　
　
　
台
本
を
読
ん
で
覚
え
た
！

ひ
と
り
不
安
も
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
一
生
懸

命
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。大

人
と
違
っ
て
、楽
し
く
な
る

と
覚
え
も
早
く
、台
詞
覚
え

も
早
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
を
弾
み
に
再
度「
こ

ど
も
歌
舞
伎
教
室
」の
開
催
や
来

年
に
は
大
人
に
よ
る「
鎌
倉
三
代

記
」の
上
演
を
目
指
し
、意
欲
に
燃

え
て
い
ま
す
。（
会
長
の
大
澤
光
彦

さ
ん
）

　
前
身
で
あ
る
農
村
歌
舞
伎
保
存

会
設
立
準
備
会
を
経
て
昨
年
11
月

に
保
存
会
を
設
立
。今
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で「
こ
ど
も
歌
舞
伎
教

室
」を
開
催
し
、伝
統
芸
能
の
基
本

で
あ
る
お
辞
儀
や
歩
き
方
、化
粧

な
ど
を
学
ん
だ
。こ
の
と
き
の
参

加
者
を
中
心
に「
白
浪
五
人
男 

稲

瀬
川
勢
揃
い
の
場
」を
先
月
16
日

の
南
総
里
見
ま
つ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
上
演
し
た
。

た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存
会
で

　
子
ど
も
た
ち
の
上
演

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

歌と踊りの
コーラス・エンターテイメント

プラハ少年少女合唱団
クリスマスコンサート
と　き／12月19日（日）午後２時開演
ところ／南総文化ホール
曲　目／子守歌（モーツァルト）、
　　　　アヴェ・マリア（シューベルト）、
　　　　いと高き所に栄光あれ（チェコ）、
　　　　樅の木を飾ろう（英国）、
　　　　リトル・ドラマー・ボーイ（アメリカ）、
　　　　クリスマスの報せをあなたに、
　　　　少年たちよ我らとともに、
　　　　いざベツレヘムに行こう
料　金／一般3,500円、小中高校生1,000円
前売券／南総文化ホール、松田屋楽器、
　　　　カミヤマ、観光協会、宮沢書店
問合せ／館山音楽鑑賞協会事務局
　　　　（生涯学習課内）�22－3698

とりて

▲捕手に囲まれる場面

 

　
ガ
ザ
ミ
の
仲
間
は
ワ
タ
リ

ガ
ニ
科
に
属
し
、ど
の
種
類
も

泳
ぎ
の
達
人
で
あ
る
。 

ガ
ザ
ミ

を
は
じ
め
タ
イ
ワ
ン
ガ
ザ
ミ
、

ジ
ャ
ノ
メ
ガ
ザ
ミ
、イ
ボ
ガ
ザ

ミ
、ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
二
、イ
シ
ガ

ニ
、ベ
ニ
ツ
ケ
ガ
ニ
な
ど
殆
ど

の
種
類
は
先
端
が
扁
平
に
な
っ

ゆ
う
え
いき
ゃ
く

た
一
対
の
遊
泳
脚
を
持
っ
て
い

て
、巧
み
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。昼
間
は
砂
に
潜
っ
た
り
岩

の
割
れ
目
に
潜
ん
で
い
て
、夜

に
な
る
と
群
に
な
っ
て
泳
ぎ
だ

し
、餌
を
求
め
て
水
面
近
く
ま

で
上
っ
て
く
る
。こ
の
た
め
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
ワ
タ
リ
ガ
ニ
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
青
森
以
南
の
日
本
全
土
に
住

む
大
型
種
の
ガ
ザ
ミ
は
各
地
で

漁
獲
さ
れ
、東
京
湾
、三
河
湾
、

伊
勢
湾
、瀬
戸
内
海
、有
明
海
な

ど
が
主
な
産
地
に
な
っ
て
い

る
。日
本
海
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、北

の
海
の
ケ
ガ
ニ
な
ど
各
地
に
名

物
の
カ
ニ
が
あ
る
が
、ガ
ザ
ミ

は
特
に
身
が
し
ま
っ
て
お
い

し
い
た
め
、全
国
で
最
も
重
要

な
食
用
種
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

ま
た
、交
尾
期
を
過
ぎ
た
秋
頃

が
最
も
お
い
し
い
と
い
わ
れ

る
。　

　
と
こ
ろ
で
、最
近
義
務
づ
け

ら
れ
た
産
地
表
示
の
お
か
げ

で
、魚
介
類
を
食
べ
な
が
ら
そ

の
産
地
に
想
い
を
馳
せ
る
と

い
う
楽
し
み
が
で
き
た
。

 

　
先
日
、あ
る
ス
ー
パ
ー
で

生
き
の
良
い
ガ
ザ
ミ
を
見
つ

け
た
の
だ
が
、産
地
表
示
が
大

雑
把
に「
太
平
洋
産
」と
だ
け

書
か
れ
て
い
た
。口
ま
で
出
か

か
っ
た
抗
議
を
思
い
と
ど
め

て
買
い
求
め
、そ
の
日
、宇
宙

の
彼
方
か
ら
太
平
洋
を
見
下

ろ
す
気
分
で
食
べ
た
ガ
ザ
ミ

の
味
は
格
別
な
も
の
に
な
っ

た
。

 

東
京
海
洋
大
学
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
小
池
康
之

▲ガザミ（交尾）

ガ ザ ミ
～ 泳 ぎ の 達 人 ～

11/15

PHOTO／南総里見まつりフォーラム2004で「白狼五人衆」を演じた子供たち
               左奥から近藤晴菜さん、亀井美里さん、井月明日香さん
　　　　　手前左から鈴木伊織くん、七条飛鳥さん、江沢円花さん、七条美鷹くん

世界各国で大人気！

▲イシガニ（威嚇）

▲ベニツケガニ（小型美麗種）

▲イボガザミ（砂底）

●11月1日の人口／総人口51,394（－22）男24,751（－19）女26,643（－3）世帯数21,479（―18）　（　）内は前月比



　
市
で
は
こ
の
よ
う
な「
備
え
」

を
し
て
い
ま
す
が
、新
潟
県
中
越

地
震
の
例
を
見
て
も
、災
害
の
発

生
の
際
は
不
測
の
事
態
な
ど
に
よ

り
、十
分
な
対
応
が
取
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　
最
悪
な
事
態
を
想
定
し
、災
害

に
備
え
、市
で
は
家
庭
内
備
蓄
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
新
潟
と
異
な
り
、館
山
は
海
に

面
す
る
地
域
が
多
い
た
め
、津
波

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。関
東
大
震
災
に
よ
る
津
波

の
高
さ
は
、館
山
で
１
・
８
ｍ
、洲

崎
で
４
〜
７
ｍ
、相
浜
で
７
〜
９

ｍ
、ま
た
、元
禄
地
震
に
よ
る
波

高
は
、館
山
で
５
〜
６
ｍ
、標
高

　　
市
内
に
は
、小
学
校
な
ど
13
ヵ

所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
。そ
の
中

に
食
糧（
ア
ル
フ
ァ
ー
米
・
ク
ラ
ッ

カ
ー
）10
万
食
、毛
布
７
千
枚
、簡

易
ト
イ
レ
75
基
、発
電
機
22
基
、紙

お
む
つ
な
ど
の
日
用
品
を
災
害
に

備
え
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　
震
度
４
程
度
以
上
の
地
震
は
、

市
役
所
に
設
置
し
て
あ
る
地
震
計

に
よ
り
、防
災
行
政
無
線
で
自
動

放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

　　　 

市
で
は
、地
震
災
害
時
や
風
水

害
時
に
、第
１
配
備
か
ら
第
５
配

備
ま
で
、職
員
が
出
動
す
る
体
制

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
配
備
以
上
の
体
制
で
は
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、災
害

に
備
え
ま
す
。ま
た
年
１
回
、夜
間

や
早
朝
な
ど
に
非
常
召
集
訓
練
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

▲防災倉庫（那古小）

タタタタタ
ンンンンン
ススススス
、、、、、食食食食食
器器器器器
棚棚棚棚棚
、、、、、本本本本本
棚棚棚棚棚
ななななな
どどどどど

災
害
義
援
金
を
受
付
中

　
市
で
は
、新
潟
県
中
越
地
震
の

被
災
者
へ
災
害
義
援
金
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。市
役
所
１
階
受
付

に
12
月
15
日
ま
で
募
金
箱
を
設
置

し
、集
ま
っ
た
義
援
金
は
新
潟
県

の
災
害
対
策
本
部
に
市
か
ら
ま
と

め
て
送
金
し
ま
す
。11
月
４
日
時

点
で
、物
資
は
充
足
し
て
お
り
、受

備
蓄
の
状
況

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

情
報
伝
達

す
。こ
の
放
送
で
は
、地
震
に
対
す

る
警
戒
宣
言
、津
波
な
ど
の
注
意

報
や
復
旧
活
動
な
ど
の
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
災
害
時
、市
か
ら
の
情
報
は
、屋

外
に
設
置
し
た
防
災
行
政
無
線
の

ス
ピ
ー
カ
ー
や
、町
内
会
長
・
区
長

宅
に
設
置
し
た
戸
別
受
信
機
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
移
動
無
線
と
し
て
、各
地

災
害
発
生
時
の
対
応

津
波
に
も
注
意

新
潟
県
中
越
地
震
を
教
訓
に

災
害
の「
備
え
」は
万
全
で
す
か

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22

―
３
４
９
２
）

　
九
重
地
区
の
二
子
に
あ
る
防

災
機
材
庫
に
は
、土
の
う
や
給
水

タ
ン
ク
、ス
コ
ッ
プ
、は
し
ご
、ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、バ
リ
ケ
ー
ド
、

ロ
ー
プ
、ハ
ン
マ
ー
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。水
は
、耐
震
性
井
戸

付
貯
水
装
置
を
一
中
、館
山
小
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

３
ヵ
所
、そ
の
他
１
時
間
に
２
ト

ン
の
処
理
能
力
が
あ
る
浄
水
機

を
10
台
保
有
し
て
い
ま
す
。

区
避
難
場
所
に
配
置
さ
れ
る
地
区

担
当
の
市
職
員
が
携
行
す
る
、携

帯
型
の
無
線
機
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、災
害
時
に
市
か

ら
直
接
、地
区
担
当
職
員
へ
連
絡

が
可
能
と
な
り
、正
確
な
情
報
の

伝
達
、避
難
・
誘
導
・
救
助
活
動
に

対
す
る
適
切
な
指
示
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

４
・
６
ｍ
ま
で
浸
水
し
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
資
料
を
基

に
津
波
危
険
予
想
地
域
を
内
湾
で

海
抜
５
ｍ
、外
房
で
海
抜
10
ｍ
と

し
て
設
定
し
、市
内
200
箇
所
の
東

電
柱
に
地
盤
高
表
示
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
地
震
を
感
じ
た
ら
海
浜
か
ら
離

れ
、よ
り
高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し

ま
す
。

家
庭
内
備
蓄
を
推
進

▲防災倉庫の内部

　
今
回
の
地
震
は
、改
め
て
震
災
が
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、災
害
へ
の
備
え
に
日
ご

ろ
か
ら
確
認
・
準
備
し
て
お
く
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▲防災行政無線

　①
家
族
で
の
防
災
会
議
を

・
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

・
避
難
場
所
・
避
難
路
の
確
認

・
非
常
持
出
袋
の
置
き
場
所
確
認

・
家
族
の
役
割
分
担
確
認
　

・
落
ち
合
う
場
所
の
確
認

・
安
否
情
報
を
取
り
次
い
で
も
ら
う

遠
方
の
親
戚
や
知
人
の
確
認

・
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
確
認

②
避
難
場
所
の
確
認

　
家
に
い
る
と
き
の
避
難
場
所
の

ほ
か
、よ
く
出
か
け
る
場
所
で
の
被

災
を
考
え
、２
〜
３
箇
所
お
ぼ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

③
家
の
中
の
家
具
な
ど

・
家
具
類
の
転
倒
対
策
を

・
開
き
戸
や
ガ
ラ
ス
戸
の
対
策

・
特
に
危
な
い
の
は
冷
蔵
庫

・
棚
の
荷
物
の
落
下
防
止
を

・
消
火
器
の
設
置
を

④
家
や
外
周
り
の
補
強
を

・
家
の
土
台
、柱
、屋
根
な
ど
の
点

検
、補
強

・
家
の
塀
は
大
丈
夫
？

⑤
非
常
持
出
品
の
準
備

　
衣
類
・
洗
面
用
具
・
医
薬
品
類
・
小

物
道
具
類
・
水
、食
糧
・
赤
ち
ゃ
ん
用

品
な
ど
の
う
ち
、必
要
な
も
の
を
ひ

と
ま
と
め
に
し
て
用
意
し
て
お
く
。

中
身
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、避

難
を
考
え
、で
き
る
だ
け
軽
く
し
て

お
く
。

 

　付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、郵
便
局
の
窓
口
か
ら
直

接
災
害
対
策
本
部
に
送
金
す
る
と

手
数
料
が
か
か
り
ま
せ
ん
。新
潟

県
災
害
対
策
本
部
口
座
番
号
　
郵

便
局
０
０
５
１
０
‐
８
‐
７
２
５

市の災害対応を
お知らせします

　
今
年
は
日
本
へ
台
風
の
上
陸
が
相
次
ぎ
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
先
月
23
日

に
は
、震
度
６
強
を
記
録
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。改
め
て
、市
の
災
害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
時
の
対
応
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課（
�
22
―
３
４
４
２
）

食
糧
10
万
食
、毛
布
７
千
枚
を
備
蓄

３ だん暖たてやま ２平成16年11月15日

特 集

市
の
災
害
備
蓄
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？

富浦学園周辺（野房松原） 
西行寺周辺（柳塚原） 
船形小学校 
長勝寺境内 
第一中学校 
那古小学校 
旧安房農業改良普及センター 
八幡宮境内 
安房高等学校 
館山高等学校 
第三中学校 
北条小学校 
安房南高等学校 
中央公園 
来福寺境内 
城山公園周辺 
館山小学校 
総持院境内 
館山海上技術学校 
西崎東地区公民館 
西崎小学校 
洲崎神社境内 
西崎西地区公民館 
神戸小学校 
房南中学校 
安房養護学校 
安房神社境内 
布良崎神社境内 
龍樹院境内 
富崎小学校 
相浜神社 
安房自然村 
豊房小学校 
旧畑小学校跡 
神余小学校 
館野小学校 
九重小学校 
館山市コミュニティセンター 

避難場所 

避難場所 
　市では、地震の際の避難
場所を定めています。市の
指定区域を参考にして、避
難場所をあらかじめご家族
と話し合って、確認してお
いてください。 
　また津波の恐れがあると
き、風向きや被害状況によ
って最寄りの避難場所に逃
げられないこともあります
ので、２～３ヶ所の避難場
所や津波の恐れがあるとき
は近くの高台などを知って
おくようにしましょう。 
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市
の
公
益
の
た
め
に
100
万
円
以

上
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
団
体
１
人
】／
忍
足
正
彦
、那

古
小
学
校
創
立
100
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会

　
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善

行
を
さ
れ
ま
し
た
。【
１
人
】／

並
木
敏
行（
人
命
救
助
）

　
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、選
任

ま
た
は
任
命
す
る
各
種
委
員
に
あ

り
、12
年
以
上
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

【
２
人
】／
鈴
木
純
也（
元
人
権
擁

護
委
員
）、田
村
悦
智
子（
元
教
育

委
員
会
委
員
）

　
市
の
特
別
職
と
し
て
、15
年
以

上
在
職
さ
れ
ま
し
た
。【
26
人
】／

安
西
竹
松（
消
防
団
員
ほ
か
）、石

井
利
明（
消
防
団
員
）、石
井
将（
消

防
団
員
）、石
渡
哲
郎（
消
防
団

員
）、石
渡
邦
夫（
元
財
産
管
理
審

議
会
委
員
ほ
か
）、礒
邊
博
昭（
消

防
団
員
）、忍
足
綾
子（
元
統
計
調

査
員
ほ
か
）、忍
足
し
づ
子（
民
生

児
童
委
員
）、小
原
ゑ
り
子（
統
計

調
査
員
ほ
か
）、糟
谷
智
惠（
母
子

福
祉
推
進
員
）、可
世
木
昭
子（
民

生
児
童
委
員
）、佐
野
治
夫（
民
生

児
童
委
員
ほ
か
）、鈴
木
弘
之（
元

消
防
団
員
ほ
か
）、鈴
木
睦
子（
母

子
福
祉
推
進
員
ほ
か
）、関
政
好

（
元
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
ほ
か
）、武
田
信
明（
消
防
団

員
）、竹
山
た
つ
江（
民
生
児
童
委

員
ほ
か
）、田
中
安
正（
元
消
防
団

員
ほ
か
）、角
田
眞
一
郎（
学
校
医

ほ
か
）、福
島
基
之（
消
防
団
員
）、

宮
澤
知
幸（
消
防
団
員
ほ
か
）、安

田
仁
一（
消
防
団
員
ほ
か
）、山
口

浩
二（
消
防
団
員
ほ
か
）、山
崎
篤

生（
消
防
団
員
ほ
か
）、山
田
忠
義

（
元
都
市
計
画
事
業
館
山
駅
西
口

地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

ほ
か
）、渡
邉
博（
民
生
児
童
委
員
）

　
多
年
に
わ
た
り
、教
育
、産
業
、

土
木
、衛
生
、社
会
福
祉
そ
の
他
、

公
益
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。【
１
人
】／
平
野
安
子（
福
祉
）

　
市
政
の
振
興
と
発
展
の
た
め
に
、各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
功
労
者
を
表
彰
す
る
館
山
市
表
彰
式
が
今
月
３
日
、南

総
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
受
賞
さ
れ
た
１
団
体

31
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

　
問
合
せ
／
秘
書
広
報
課（
�
22
―
３
１
２
２
）

●
善
行
表
彰

●
功
労
表
彰

北条海岸・城山公園からの富士山を望む景観

ご存知ですか？館山の１００選
ＪＲ館山駅「関東の駅100選」
　スペイン風の駅舎で、南欧風
のまちづくりの象徴となってい
る、館山の表玄関。

　 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
は
、富
士
山
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
募
集
し
て
い
た「
関
東
の

富
士
見
百
景
」に
、１
都
８
県
か
ら

63
景（
115
地
点
）を
選
び
、そ
の
中

に
北
条
海
岸
・
城
山
公
園
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
百
景
へ
の
選
定
理
由
を「
房
総

半
島
か
ら
の
富
士
と
し
て
選
定
さ

れ
た
近
隣
海
岸
と
連
携
し
、富
士

山
を
意
識
し
た
観
光
振
興
を
期
待

し
た
い
」と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
房
か
ら
は
、富
浦
町
の
原
岡

海
岸
や
富
山
町
の
岩
井
海
岸
、天

津
小
湊
町
の
天
富
神
社
か
ら
の
眺

望
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、気
温
の
低

下
と
と
も
に
空
気
が
澄
ん
だ
日
に

は
、真
っ
白
に
冠
雪
し
た「
富
士

山
」を
眺
め
ら
れ
る
日
が
多
く
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
と
今
回
の
選
定
を
機
に

連
携
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製

や
、百
景
を
活
用
し
た
観
光
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

の
提
案
な
ど
を
通
し
て
百
景
を
Ｐ

Ｒ
し
、地
域
の
観
光
振
興
や
景
観

保
全
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
観
光
課（
�
22
―
３

３
４
６
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　市内には、すでに100選に選定された場所などが
あり、それぞれ館山を代表する顔になっています。

館山野鳥の森「森林浴の森100選」
　野鳥の繁殖に適している、常緑広葉樹林で千葉県が野
鳥の森として整備。

フラワーライン「日本の道100選」

▲城山公園から望む▲北条海岸からの夕景

ウミホタル、沖ノ島、北条海岸、洲崎灯台、館山城、崖観
音「東京湾100選」
　東京湾地域の再生創造に向け、湾の持つ役割と魅力
を再発見のため自然・文化・社会の3つ分野から選定。
北条海岸「日本の夕陽100選」
　夕陽の名所として、空気の澄んだ日に富士山を望む
夕陽が美しい。

関東の富士見100景に選定

富
士
を
意
識
し
た

　
　
観
光
振
興
に
期
待

　伊戸から相浜間、延長約８
km。県道南安房公園線の通
称で、温暖な気候のなか沿道
には四季の花が咲き、毎年１
月に若潮マラソンも開催さ
れる。

平砂浦海岸「白砂青松100選」
　長さ約５Kmの海岸線。砂防林の造成により、花や野菜
の栽培や南房パラダイスなどの施設がある。
那古山遊歩道「ちば・ふれあいのみどり100選」
　和泉式部にちなみ「式部夢山道」と公募された、常緑広
葉樹林のなかに整備した遊歩道。

ら せお 知

市
政
に
大
き
な
貢
献

長年の功労に光

　人権擁護委員を12年間勤めた功績により
受賞した鈴木純也さんは「現職時教員でした
ので、異なる方面で少しでも世間の役に立て
ればと思い引き受けました。人権というと硬
く思われがちですので、相談者の立場を理解
するよう努力してきました。身に余る賞をい
ただき、感激しています。」と感想を話してい
ました。

代表して謝辞を述べる鈴木純也さん

表 彰



　
16
年
度
当
初
予
算
で
の
職
員
給

与
費
の
状
況
は
、表
②
の
と
お
り

で
す
。普
通
会
計
職
員
で
、下
水
道

と
介
護
保
険
の
特
別
会
計
事
業
の

職
員
が
除
い
て
あ
り
ま
す
。

　
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。給
与
費
は

16
年
度
当
初
予
算
額
で
す
。表
中

の
職
員
数（
　
）は
、再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
数
で
す
。

　
経
験
年
数
は
、卒
業
後
す
ぐ
に

採
用
さ
れ
、引
き
続
き
勤
務
し
て

い
る
採
用
後
の
年
数
。

　
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の

級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。技

能
労
務
、委
員
会
、税
務
、看
護
保

健
、医
療
技
術
、企
業
、保
育
各
職

員
は
含
み
ま
せ
ん
。各
級
の
職
務

内
容
欄
は
、各
級
の
主
な
職
名
で

す
。（
表
⑤
参
照
）

　
平
成
15
年
度
普
通
会
計
に
占
め

る
人
件
費
の
状
況
は
、表
①
の
と

お
り
で
す
。

　
人
件
費
に
は
特
別
職
に
支
給
す

る
給
料
、報
酬
な
ど
を
含
ん
で
い

ま
す
。（
注
＝
普
通
会
計
は
、各
市

町
村
の
財
政
比
較
を
す
る
た
め
に

財
政
統
計
上
用
い
ら
れ
る
会
計
区

分
で
す
。館
山
市
で
は
、一
般
会
計

と
学
童
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

が
該
当
し
ま
す
）

大
学
卒
高
校
卒

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、生
計

費
や
国
・
県
・
他
の
市
町
村
の
給
与
、民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。館
山
市
職
員
の

給
与
は「
給
料
」と「
職
員
手
当
」か
ら
な
り
ま
す
。

　
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
給

料
の
他
に
、実
績
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
や
臨
時

に
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　
給
料
／
職
務
の
種
類
や
内
容
に

応
じ
て
給
料
表
に
定
め
る
額（
基

本
給
）

　
扶
養
手
当
／
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給

　
調
整
手
当
／
地
域
給
に
相
当
す

る
手
当

　
住
居
手
当
／
借
家
な
ど
に
住
ん

で
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
職
員
、

ま
た
は
自
宅
に
住
ん
で
い
る
職
員

に
対
し
支
給

　
時
間
外
勤
務
手
当
／
通
常
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
と
き

に
支
給

　
特
殊
勤
務
手
当
／
著
し
く
危

険
、不
快
、不
健
康
、困
難
そ
の

他
特
殊
な
勤
務
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給

　
そ
の
他
／
夜
間
勤
務
手
当
や
宿

日
直
手
当
な
ど

　
期
末
・
勤
勉
手
当
／
民
間
企
業

の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当

　
退
職
手
当
／
職
員
が
退
職
す
る

と
き
に
支
給

人
件
費
の
状
況

給
与
の
内
容

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
を
公
表

実
績
に
応
じ
て
支
給

臨
時
に
支
給

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

職
員
給
与
費（
普
通
会
計
）

　
給
与
月
額
は
、月
々
支
給
さ
れ

る
給
料
と
職
員
手
当（
期
末
、勤
勉

手
当
、退
職
手
当
を
除
い
た
す
べ

て
の
手
当
）の
合
計
で
す
。教
育
職

は
、幼
稚
園
教
諭
の
こ
と
で
す
。

（
表
③
参
照
）

　 

平
均
給
料
と
平
均
給
与

　
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
採
用
さ
れ

た
人
の
初
任
給
と
、引
き
続
き
２

年
勤
務
し
た
と
き
の
給
料
月
額
で

す
。国
は
Ⅱ
種
の
額
で
す
。（
表
④

参
照
） 職

員
の
初
任
給

職
員
数

一
般
行
政

職
の
級
別

⑤職の級別職員数

職員数（Ａ）

普通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（Ｂ）

比率（B/A）

職員数（Ａ）

普通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（Ｂ）

比率（B/A）

合計

468

  60

12.8

459

  47

10.2

一般職

375

  53

14.1

370

  39

10.5

技　術

労務職

  59

    6

10.2

  55

  
  7

12.7

教育職

  34

    1

  2.9

  34

    1

2.9

14

年
度

15

年
度

区　　　　　分

昇給期間の短縮
区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

報 酬 等 月 額

（15年１月1日適用）

821,750円

697,300円

649,800円

417,480円

377,300円

351,820円

     期末手当

（15年度支給割合）

   6月 2.20月分

 12月 2.15月分

　 計  4.35月分

  経験年数

    10年

277,600円

該当なし

  該当なし

 経験年数

    15年

328,500円

269,300円

234,275円

  経験年数

    20年

390,150円

328,500円

  該当なし

　区　分

　　
大学卒

　　

　　高校卒

技術労務職

　 計

279（1）

100
（100）
100
（100）

100

１級

主事

14

5.0

4.3

4.0

  ３級

  主任
  主事
22（1）
   7.9
（100）
   6.1

（100）

４級

主査

55

19.7

22.7

31.9

５級

係長

46

16.5

18.3

15.3

６級

主幹補

37

13.3

11.5

11.6

７級

課 長
補佐
35

12.6

11.5

10.6

８級

課長

23

8.2

9.0

8.6

９級

部長
参事
11

3.9

3.6

2.0

区　分
職務
内容

職員数（人）
構成比
（％）
１年前の
構成比
５年前の

構成比

昇
給
期
間
の
短
縮

平
均
給
料

経
験
年
数

学
歴
別

⑥経験年数・学歴別平均給料

特別職の報酬等
　
通
勤
手
当
／
電
車
、バ
ス
、乗
用

車
な
ど
で
通
勤
す
る
職
員
に
支
給

　
そ
の
他
／
管
理
職
手
当

特
別
職
の
報
酬
等

�市職員の給与の概要と平成14年度から18
年度までの５年間で進めている「定員適正化
計画」（13年度策定）による市職員の定員管
理の状況についてお知らせします。
　数値は16年４月１日現在です。
　問合せ／総務課人事係（�22－3953）

2級

主事

36

12.9

13.0

16.0

※（　）は、再任用短時間職員

67 だん暖たてやま 平成16年11月15日

館山市

　国

館山市

　国

177,400円

170,700円

143,300円

138,800円

館山市

　国

館山市

　国

198,600円

184,400円

154,300円

148,500円

④初任給

2年経過日給料額

住民基本台帳人口は16年３月31日現在

住民基本台帳人口

15年度歳出額  Ａ

実質収支

人件費　　　　Ｂ

人件費率（Ａ/Ｂ）

（参考）

14年度の人件費率

　　　　51,188人

150億6,548万2千円

    4億8,312万2千円

  38億4,947万4千円

　　　　　25.5%

　　　　　22.8%

①人件費の状況

16年度職員数 （Ａ）

　　
給            料

　　

　　職  員  手  当

　　

　　期末勤勉手当

　　　　計（Ｂ）
１人当たり給与費
　　（Ｂ/Ａ）

        441人（1人）

18億7,038万9千円

　　　　（64.7％）

  2億6,415万2万円

　　　　 （9.2％）

  7億5,440万1千円

　　　　（26.1％）

28億8,894万2千円

          665万1千円

給    

与    

費

②職員給与費

427,341円

355,045円

377,730円

③平均給料（国は15年4月1日現在）
館山市

　国

館山市

　国

館山市

362,762円

327,623円

306,848円

286,340円

362,191円

43歳0ヵ月

40歳5ヶ月

45歳9ヵ月

48歳9ヵ月

43歳3ヵ月

一　般

行政職

技　術

労務職

教育職

平均給与（館山市）

　
採
用
前
の
民
間
歴
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、そ
の
期
間
を
換
算
し
、

採
用
後
の
年
数
に
加
え
た
年
数
で

す
。（
表
⑥
参
照
）

一般行政職

技術労務職

教　育　職

一
般
行
政
職

大
学
卒
高
校
卒



　
現
在
の
進
捗
は
、16
年
４
月
現

在
ま
で
に
、17
人
を
削
減
し
て
お

り
、計
画
の
約
65
％
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　
組
織
・
機
構
改
革
を
実
施
す
る

中
で
、職
員
の
能
力
開
発
と
非
常

勤
職
員
の
活
用
、民
間
委
託
を
進

め
、職
員
数
の
削
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、事
務
の
効
率
化
を
は
じ

め
、経
常
的
に
事
務
事
業
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、公
務
効
率
の

向
上
に
努
め
、地
方
分
権
の
進
展

に
伴
う
行
政
需
要
の
多
様
化
・
高

度
化
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

「
第
１
次
定
員
適
正
化
計
画
」（
平

成
９
年
度
か
ら
13
年
度
に
43
人
減

ら
す
計
画
）で
は
、10
年
度
ま
で
に

45
人
を
削
減
し
、２
年
間
で
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、10
年
度
に「
第
２

次
定
員
適
正
化
計
画
」（
11
年
度
か

ら
15
年
度
に
20
人
を
減
ら
す
計

画
）を
策
定
し
ま
し
た
が
、13
年
度

ま
で
に
16
人
を
削
減
し
ま
し
た
。

「
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
」の
目

標
を
達
成
す
る
見
込
み
が
立
っ
た

こ
と
か
ら
、13
年
度
に
は「
第
３
次

定
員
適
正
化
計
画
」を
策
定
し
、14

年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
26
人
の
削
減
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

        区　　　分
職員全体に占める
手当支給職員の割合
支給対象職員1人当たり
平均支給年額
手当の種類（手当数）

　　　　支給額の多い
　　　　手当代表的
な手当　多くの職員に
　　　　支給されて
　　　　いる手当

　　全　職　種

　　　 32.5％

　　81,262円

　　　　　13
清掃作業等従事手当
保育園業務手当
社会福祉業務手当
清掃作業等従事手当
保育園業務手当
危険作業従事手当

支給対象
地　　域

支 給 率

支給対象
職員数
国の制度

（支給率）
支給対象職員
1人当たり
平均支給年額
（1 5 年度）

全  域

２％

461

87,280円

支給総額

職員1 人
当 た り
支 給 額

支給総額

職員1 人
当 た り
支 給 額

　
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、民
間
の

賞
与
な
ど
の
特
別
給
に
相
当
す
る

も
の
で
す
。

　
退
職
手
当
は
、一
部
の
市
を
除

き
、県
内
各
市
町
村
が
同
一
の
支

給
率
で
す
。

1億
1,232万6千円

    24万円

1億
1,272万4千円

    24万4千円

15

年
度

14

年
度

特殊勤務手当

職
員
手
当

調整手当 時間外勤務手当

　　　 館　山　市
【扶養手当】
○配偶者　13,500円
○配偶者以外の扶養親族
　2人まで　1人 6,000円
　3人目から1人 5,000円
○16～22歳までの
　子の加算  1人 5,000円
【住居手当】
○借家
（家賃12,000円を
　　　超えた場合）
　家賃の額に応じて
　27,00円を限度に支給
○自宅　4,300円

【通勤手当】
○電車・バスの利用
　６ヵ月定期券代等を
　全額支給

○乗用車等を利用
　使用距離に応じて
　2,000円から32,330円
　を支給

　　　　　国
【扶養手当】
○配偶者　13,500円
○配偶者以外の扶養親族
　2人まで　1人 6,000円
　3人目から1人 5,000円
○16～22歳までの
　子の加算  1人 5,000円
【住居手当】
○借家
（家賃12,000円を
　　　超えた場合）
　家賃の額に応じて
　27,00円を限度に支給
○自宅　2,500円
（新築・購入後5年間に限る）
【通勤手当】
○電車・バスの利用
　６ヵ月定期券代等を
　支給（１ヵ月当たり
　55,000円を限度）
○乗用車等を利用
　使用距離に応じて
　2,000円から24,500円
　を支給

　　　 　　　館　山　市
【期末・勤勉手当】
（15年度支給割合）
　　　期末　　　　　勤勉
  6ヵ月 1.55月分     0.7月分
         (0.85)月分 (0.35)月分
12ヵ月 1.45月分     0.7月分
      　(0.75)月分 (0.35)月分
　計   3.00月分  1.4月分
      　(1.60)月分 (0.70)月分
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置：有
【退職手当】
（支給率）  自己都合　勧奨・定年
継続20年   21.0  月分 28.0875月分
継続25年   33.75月分 43.335  月分
継続35年   47.5  月分 60.99   月分
最高限度額 60.0  月分 60.99   月分

退職時特別昇給：0～1号級
その他の加算措置：国と同じ
1人当たり平均支給額：
　2,507万6千円
（前年度退職者の平均支給額）

　　　　　　　　国
【期末・勤勉手当】
（15年度支給割合）
　　　期末　　　　　勤勉
  6ヵ月 1.55月分     0.7月分
         (0.85)月分 (0.35)月分
12ヵ月 1.45月分     0.7月分
      　(0.75)月分 (0.35)月分
　計   3.00月分  1.4月分
      　(1.60)月分 (0.70)月分
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置：有
【退職手当】
（支給率）  自己都合　勧奨・定年
継続20年   21.0  月分 28.0875月分
継続25年   33.75月分 43.335  月分
継続35年   47.5  月分 60.99   月分
最高限度額 60.0  月分 60.99   月分

退職時特別昇給：1号俸
その他の加算措置：
　定年前早期退職特別措置
　2％～20％加算

国との比較（扶養手当、住居手当、通勤手当） 国との比較（期末・勤勉手当、退職手当）

定
員
適
正
化
計
画
の
状
況

能
力
開
発
と
効
率
化
を

進
め
て
い
ま
す

数
値
目
標
を
早
い
ペ
ー
ス
で
ク
リ
ア

議会

総務
企画

税務

民生

衛生

労働

商工

計

13年
計画前年

5

93

24

80

83

  1

23

13

45

367

15年
（2年目）

　　　  4
　　  △3
　　     4
　　　  1
　　　93

　　　23

　　　77
　　  △6

　　  △6
　　   75
　　  △1

　　  △1
　　　  0

　　   21
　　  △1

　　  △1
　　   14
　　  △4
　　　  2
　　  △2
　　   45
　　△15
　　　  6
　　  △9
　　 352

　　　　 　 　　　　　手法（事由）概要

減員理由：

増員理由：

減員理由：合併協議会解散のため、広報業務の見直し、計上誤りの調整
増員理由：兼務で対応していた国際交流関係業務の見直し、休　　　　　
職者を総務部門へ異動

減員理由：

増員理由：

減員理由：保育所勤務の保育士を児童福祉施設へ異動、業務の見直しによ
             り年金業務担当者を老人保健業務担当とした
増員理由：児童福祉施設職員の拡充

減員理由：ごみ処理関係職員の非常勤職員対応

増員理由：

減員理由：

増員理由：

減員理由：

増員理由：観光農漁業推進事業を商工部門から移管

減員理由：観光農漁業推進事業を農林水産部門へ移管

増員理由：観光推進事業の拡充、工業団地推進関係の業務量増

減員理由：土地区画整理事業の進捗による業務量減、海辺のまちづくり推
　　　　 進業務の見直し
増員理由：

14年
  （1年目）
　　  △1

　　  △1
　　　  4
　　  △4
　　　  3
　　  △1
　　   92
　　  △1

　　  △1
　　　23
　　  △4
　　　  1
　　  △3
　　   77
　　  △2

　　  △2
　　   81

　　　  1
　　  △2

　　  △2
　　   21
　　  △3
　　　  5
　　　  2
　　　15
　　  △1
　　　  3
　　　  2
　　　47
　　△18
　　　12
　　  △6
　　 361

16年
（3年目）

　　　  4
　　  △4
　　　  2
　　  △2
　　　91

　　　23
　　  △2
　　　  1
　　  △1
　　　76
　　  △1

　　  △1
　　   74

　　　  0

　　　  1
　　　  1
　　　22
　　  △1
　　　  3
　　　  2
　　　16
　　  △2

　　  △2
　　　43
　　△10
　　　  7
　　  △3
　　 349

区　分

減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数

農林
水産

土木

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳【一般行政部門】

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 部門別職員数と主な増減理由

議　会
総　務
企　画
税　務
民　生

衛　生

労　働
農　林
水　産
商　工

土　木

小　計

教　育

小　計
下水道
その他

小　計
合　計

      主 な 増 減 理 由

合併協議会の解散、広報業務の
見直し等による減

年金業務担当者を老人保健担
当としたことによる減
ごみ処理関係職員の非常勤職
員対応としたことによる減

観光農漁業推進事業を商工部
門から移管したことによる増
観光推進事業の拡充、工業団地
推進関係の業務量増による減
土地区画整理事業の進捗によ
る業務量減、海辺のまちづくり
推進業務の見直しによる減

高校総体準備スタッフの拡充
による増

老人保健事業の業務量増によ
る増

職　員　数
13年
   5
  93

  24
  80

  83

   1
  23

  13

  45

367

  80

  80
  15
  17

  32
479

14年
   4
  92

  23
  77

  81

   1
  21

  15

  47

361

  77

  77
  13
  17

  30
468

15年
   4
  93

  23
  77

  75

   0
  21

  14

  45

352
  (2)
  81

  81
  11
  17

  28
461
  (2)

16年
   4
  91

  23
  76

  74

   0
  22

  16

  43

349
  (1)
  84

  84
  11
  18

  29
462
  (1)

対前年
増減数
  0
△2

  0
△1

△1

  0
  1

  2

△2

△3
(△1)
  3

  3
  0
  1

  1
  1
   (1)

一般
行政

特別
行政

公営
企業
会計
等

計

13年
計画前年

    367

      80

      32

    479

　14年
（1年目）
　△18
　　12
     △6
    361
　  △4
　　  1
　  △3
　   77
　  △2

　  △2
　　30
　△24
　　13
　△11
　 468

　15年
（2年目）
   △15
　　  6
　  △9
    352
　
　　  4
　　  4
　   81
　  △2

　  △2
　   28
　△17
　　10
    △7
　 461

　16年
（3年目）
   △10
　　  7
　  △3
    349
　  △2
　　  5
　　  3
　   84
　  　1

　     1
　   29
　△11
　　12
       1
　 462

区　分

減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数

  計

△18
 349

　  4
   84

  △3
   29

△17
 462

数値目標
（目標）

　△22
    367

　  △4
      76

　　  0
      32

   △26
    479

※計画期間は14年度から18年度までの5年間
※数値目標は計画終了時（18年度）の数値
※数値は各年とも4月1日現在

89 だん暖たてやま 平成16年11月15日

※（　）は、再任用短時間職員



市では、行政改革に市民の声を幅広く
取り入れるため、３名の公募委員を含む
市民代表５人（現在は４人）で構成する
「館山市行政改革推進市民会議」を14年
４月に設置しています。
市民会議は８月から９月にかけて２回
開催し、行政改革の進捗状況などについ
て、市民の視点で31件の意見や助言をい
ただきました。その中から抜粋したもの
を紹介します。市では、これらの意見など
を取り入れながら行政改革を推進してい
きます。

◆千葉県や千葉市などは公有地の売払い
を公募や入札などで、県民や市民に知ら
せている。ホームページでのＰＲも１つ
の方法ではあるが、館山市では、ホーム
ページを見られない市民も多く、広報紙
掲載が必要だと思う。紙面の都合上、優先
順位をつけて、早く売れそうな物件から
紹介していくことが必要である。
◆次世代支援対策推進法により、市では
子育て支援対策を含んだ計画を今年度中
に策定予定だが、これから子どもを産み
育てる人たちが、子どもが就学するまで
出産や育児を安心してできるようなサ
ポート体制を整えてほしい。
◆観光情報のデータベース化にあたり、
当地の資源や、現在この地域で発展して
いる自然体験活動などをしっかり把握し
てほしい。その際、職員は机上に向かって
情報を収集するのではなく、現場に出て
データ収集を行うことが大事である。
◆この地域は八幡の祭礼があり、祭文化
というものがあるので、例えば山車会館
のような施設を造ったり、館山城や里見
の歴史を利用して、城下町を再興してみ
てはどうか。歴史文化を活用し地域おこ
しをしていく可能性があるならば、民間
よりも、行政がしっかり政策を持ち、創造
性豊かに動いていくべきだと思う。
◆一般企業では、掲げた目標が実現でき
なければ、その社員は能力がないとして
評価が下がる。同様に、少しでも財政状況
を良くするため行政改革に取り組んでい
るわけで、最後まで精力的にやり遂げて
ほしい。

1011 だん暖たてやま 平成16年11月15日

政行 革改

市民会議での意見や助言

市民会議で意見や助言を

　
市
で
は
、平
成
13
年
９
月
に『
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ
年
計
画
』を
策
定

し
、簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
、単
年
度
で

実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
長
期
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、16
年
３
月
末
時
点
の
取
組
状
況
を「
館
山
市
行
政
改
革
３
ヶ

年
計
画
平
成
15
年
度
の
取
組
結
果
」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。当
初

計
画
に
新
た
に
３
項
目
の
新
規
計
画
を
追
加
し
、計
画
実
施
の
効
果
と
し

て
、15
年
度
単
年
度
で
総
額
３
億
２
千
75
万
円
の
節
減
が
図
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
問
合
せ
／
総
務
課（
�
22
―
３
２
１
８
）Ｅ
メ
ー
ルsoum

uka@
city.

tateyam
a.ch

ib
a.jp

　
本
計
画
の
最
終
年
に
あ
た
る
今
年
度

は
、子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
は
じ
め
、

審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
や
、補
助
金

の
見
直
し
な
ど
を
推
進
す
る
ほ
か
、引

き
続
き
、定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
に
取

り
組
む
な
ど
、全
庁
を
あ
げ
て
行
政
改

革
３
ヶ
年
計
画
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
取
組
結
果
や
市
民
会
議
で
の
意
見
や

助
言
は
、市
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。行
政
改
革
に
対
す
る
意

見
や
感
想
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

昨年度の主な取組み
　　　取 組 名 称
①時間外勤務の縮減

②納期前納付報奨金の
　見直し
③健康まつり・産業まつ
　りの見直し
④鏡ケ浦クリーンセン
　ターの水質検査業務
　の見直し
①情報化推進室業務の
　一部外部委託

②温水プールの管理・運
　営の見直し
①子育て支援策の充実

②学校施設の有効活用
　（余裕教室の活用）

①普通財産の処分

②歳入確保・納税強化の
　推進

①定員適正化計画の推
　進

①客観的な勤務評定制
　度の構築
②人件費の抑制
　（新規計画）
①個人情報保護制度の
　構築
②議会会議録検索シス
　テムの導入
①ボランティア窓口の
　一元化とNPOへの支
　援

②生涯学習講座講師の
　ボランティア活用

①事務事業の見
直しによる徹底
した行政のスリ
ム化

②民間委託等の
推進

③市民サービス
の一層の向上

④財政健全化の
推進

⑤定員管理の適
正化の推進
⑥人事・給与制
度の見直しと職
員の意識改革の
推進

⑦情報化の推進

⑧市民と行政の
協働

取　組　内　容　(末尾のカッコ内は節減額)

各課で、非常勤職員の活用やノー残業デイの設定などの計画を定め、時間外勤

務の縮減に努めた。(4,280万3千円)

納税者の不公平感等の理由から廃止が適当と判断し、昨年度は支給率を引き

下げ（0.5％→0.25％）、今年度から廃止した。(900万円)

14年度に事業内容の検討を行ない昨年度は事業を休止。今年度から隔年で実

施することとした。（340万円）

10年度に供用開始してから13年度までは、流入・放流水ともに月２回ずつ検

査を実施してきたが、14年度から流入水検査を月1回に、昨年度からは放流水

検査も月1回に減らし、委託料を削減した。(444万円)

自己開発ソフトで実施しているホストコンピュータ運用業務を一部外部委託

した。専門のシステムエンジニアが業務の見直しを行い、業務の効率化と人件

費の削減が図られた。

利用者の要望等を調査し、昨年４月から毎週日曜日に夜間開設（17:00～20:

00）を実施した。

昨年４月から乳幼児医療費の一部現物給付化により保護者負担の軽減を図

り、学童保育への助成など子育て支援を行った。学童保育事業や市立保育園で

の延長保育等の子育て支援策を含んだ次世代育成支援行動計画のためのアン

ケート調査を実施した。今年度に策定予定。

市立学校施設の開放に関する規則を制定し、規則に基づき余裕教室を活用し

た。その結果、フラメンコ、日本舞踊、生花教室、親子パソコン教室、吹奏楽、社

交ダンス等で、７団体延べ50回の利用があった。

14年度に引き続き、売却可能財産の選定を行い、払下げ希望のあった普通財

産15件（廃道・廃水路敷地）の売却を行った。市ホームページで売却可能な普

通財産があることをＰＲした。 (650万8千円)

景気が低迷する中、歳入を確保するため、差押処分の執行を強化するとともに

(差押件数11件)、口座振替加入率の向上を図った(加入者数463人の増)。

少数精鋭主義を基本とし、新規採用職員の抑制に努めるなどして、職員数を９

人削減した。(1億9,647万5千円※13・14年度に削減した職員数16人分を含

めた計25人分)

係長以上の職員の勤務評定を実施して、客観的な判断材料となるデータを蓄

積したことで、人事給与面で、より公正さや客観性が確保された。

昨年１月から給与抑制措置として、四役の給料と一般職員管理職手当を削減

した。(363万5千円)

館山市情報公開審査会から個人情報保護制度のあり方について答申を受け、

条例案の作成に着手した。（今年6月条例制定）

各種の検索ソフトを調査し、実施後の費用対効果を検討した結果、16年度中

の導入を決定した。

ＮＰＯ係を設置し、庁内の連絡調整、ＮＰＯに関する相談等、窓口の一本化を

図った。ＮＰＯの活動内容等を市ホームページで紹介し、社会貢献活動に対す

る市民の意識高揚を図り、人材確保の支援を行った。社会福祉協議会の登録ボ

ランティア制度の情報と合体させたことで、ボランティア情報センターとし

ての機能を設けた。

これまでのマイスクールボランティアに加え、各学校の近隣市民を学校支援

ボランティアとして登録。改めて「学校支援（マイスクール）ボランティア」と

して、総合的な学習で講師を依頼するなど、学校教育を支援するボランティア

の拡充を図った。その結果、学校からのニーズが増加した。また、地域住民が学

校に行く機会が増え、地域と学校の交流が広がった。ボランティア参加延人

数：707名

少
数
精
鋭
・
時
間
外
縮
減
・
普
通
財
産
の
処
分
な
ど
で

年
間
３
億
２
千
万
円
の
削
減

行政改革３ヶ年計画
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安
房
郡
内
の
市
町
村
、地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
、医
療
機
関
、家

族
会
、保
健
所
で
は
、精
神
障
害
者

へ
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め「
心
の
健
康
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
、音
楽
療
法
講
演
会
の

他
に
展
示
、相
談
コ
ー
ナ
ー
、ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

　
精
神
疾
患
に
は「
治
ら
な
い
、遺

伝
、危
険
」と
い
っ
た
誤
解
や
偏
見

が
あ
り
ま
す
。精
神
疾
患
は
、誰
で

　
日
時
／
12
月
12
日（
日
）正
午
か

ら
午
後
４
時

　
場
所
／
鴨
川
市
市
民
会
館

　
講
演
／「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
、元

気
で
す
か
！
」〜
育
児
不
安
、不
登

校
、ひ
き
こ
も
り
、中
高
年
の
う
つ

や
自
殺
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
〜

（
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
）

　
講
師
／
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン

タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
名
誉
所

長
、中
部
学
院
大
学
教
授
精
神
科

医
　
吉
川
武
彦
氏

　
音
楽
療
法
講
演
／「
楽
し
い
音

楽
活
動
の
贈
り
物
〜
音
楽
療
法
の

効
用
〜
」

　
講
師
／
笠
嶋
音
楽
療
法
研
究
所

長
、東
京
国
際
音
楽
療
法
専
門
学

院
教
務
科
長
、日
本
音
楽
療
法
学

会
認
定
音
楽
療
法
士
　
笠
嶋
道
子

氏　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
／
安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
安
房
保
健
所
）（
�
22
―
４

５
１
１
）

精
神
障
害
を
理
解
し
て

も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
疾

患
で
、他
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
早
期
に
発
見
し
、適
切

な
治
療
や
支
援
を
受
け
る
こ

と
で
、多
く
の
場
合
短
期
に

改
善
さ
れ
ま
す
。

　
適
切
な
治
療
の
継
続
で
、

症
状
も
か
な
り
安
定
化
す
る

こ
と
が
可
能
な
疾
患
で
す
。

　
最
近
は
、ス
ト
レ
ス
社
会

を
反
映
し
て
、う
つ
病
も
増

加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。本
人
や
家
族
で
悩
ま

ず
、安
房
保
健
所
や
市
社
会

「
心
の
健
康
の
つ
ど
い
」

可能性は誰にでも…
精神疾患も早期発見で短期改善

福
祉
課
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

◆
家
族
会
で
助
け
合
お
う

　
家
族
会
は
身
内
に
患
者
を
も
つ

家
族
の
集
ま
り
で
す
。他
人
に
は

言
え
な
い
悩
み
を
家
族
同
士
で
語

り
合
い
、互
い
に
励
ま
し
あ

い
、助
け
合
う
と
こ
ろ
で
す
。

精
神
疾
患
や
障
害
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

よ
う
勉
強
会
を
行
っ
た
り
、

福
祉
制
度
を
学
ん
で
い
ま

す
。

◆
在
宅
療
養
に
支
援
実
施
中

　
市
で
は
、在
宅
で
療
養
し

て
い
る
精
神
疾
患
の
人
を
対

象
に
、精
神
障
害
者
居
宅
生

活
支
援
事
業
と
し
て
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22

―
３
４
９
２
）

　
平
成
15
年
度
の
税
制
改
正
で
、

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、本
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。今

回
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
◆
事
業
者
免
税
点
の
引
下
げ

　
免
税
点
は
、改
正
前
３
千
万
円

で
し
た
が
、１
千
万
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
改
正
は
、16
年

４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
課
税
期

間
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

従
っ
て
、個
人
事
業
者
に
は
、平
成

17
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
、17
年
分

は
、基
準
期
間
で
あ
る
15
年
分
の

課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

て
い
る
場
合
に
は
、納
税
義
務
が

生
じ
ま
す
。

　
事
業
年
度
が
１
年
で
あ
る
法
人

で
は
、17
年
３
月
末
決
算
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。例
え
ば
、３
月
末

決
算
法
人
の
17
年
３
月
期（
16
年

４
月
〜
17
年
３
月
）は
、基
準
期
間

で
あ
る
15
年
３
月
期（
14
年
４
月

〜
15
年
３
月
）の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
に

は
、納
税
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
◆
簡
易
課
税
制
度
の

　
　
　
　
適
用
上
限
の
引
下
げ

　
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限

は
、改
正
前
２
億
円
で
し
た
が
、５

千
万
円
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、16
年
４
月
１
日
以

後
開
始
す
る
課
税
期
間
か
ら
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、個
人
事
業
者
は
、平
成

17
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
、17
年
分

は
、基
準
期
間
で
あ
る
15
年
分
の

課
税
売
上
高
が
５
千
万
円
を
超
え

て
い
る
場
合
に
は
、簡
易
課
税
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
事
業
年
度
が
１
年
で
あ
る
法
人

で
は
、17
年
３
月
末
決
算
分
か
ら

適
用
さ
れ
、例
え
ば
９
月
末
決
算

法
人
の
17
年
９
月
期（
16
年
10
月

〜
17
年
９
月
）は
、基
準
期
間
で
あ

る
15
年
９
月
期（
14
年
10
月
〜
15

年
９
月
）の
課
税
売
上
高
が
５
千

万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
◆
総
額
表
示
の
義
務
付
け

　
こ
の
改
正
で
、総
額
表
示（
税
込

価
格
表
示
）が
義
務
付
け
ら
れ
16

年
４
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
課
税

事
業
者
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署（
�
22

―
０
１
０
１
）東
京
国
税
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
ア
ド
レ
ス
：h

ttp
://

w
w
w
.to
kyo
.n
ta.g
o
.jp

）

消
費
税
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

問合せ／館山市図書館（�22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
　　　12月の巡回場所

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止する
ことがあります。

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

坂田漁港前

西岬東地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:50～10:00

10:10～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:40～15:40

15:00～15:30

12:40～13:10

14:40～15:40

時　間　12月

 1
14

 1
14
 1
14

 2
15

 3
16

 3
16
 3
16

 7
21

 7

21

 8

 2
15
 2
15

　
防
衛
庁
で

は
、自
衛
隊
生

徒
を
募
集
し
ま

す
。

　
自
衛
隊
生
徒

は
、中
学
校
卒

業
者
な
ど
を
対

象
に
、若
い
人

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、自
衛

官
な
ど
の
募
集
や
防
衛
基
盤
の
育

成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　 氏　名
青木　　實
清水甚五郎
渡邉　七子

　住　所
長須賀190
沼1670
薗284－2

  電話番号
22－7711
22－0281
22－9693

自
衛
官
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
に

　
市
内
で
は
表
の
３
人
が
、自
衛

官
志
願
者
に
対
す
る
情
報
提
供
や

地
域
の
適
齢
者
の
紹
介
な
ど
自
衛

た
ち
を
専
門
技
術
者
と
し
て
養
成

す
る
制
度
で
、生
徒
教
育
３
年
終

了
時
に
は
高
等
学
校
の
卒
業
資
格

を
取
得
で
き
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
、15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
で
中
学
校
卒
業
者（
見
込
み

を
含
む
）

自
衛
隊
生
徒
を
募
集

募
集
相
談
員
に
県
南
唯
一
の
女
性

隊
へ
の
協
力
活

　
受
付
期
間
／
１
月
11
日

（
火
）ま
で

　
試
験
日
／
第
１
次
試
験

１
月
15
日（
土
）

　
問
合
せ
／
〒
294
―
０
０

３
３
館
山
市
宮
城
無
番
地

　
自
衛
隊
千
葉
地
方
連
絡

部
　
館
山
募
集
案
内
所（
�

22
―
０
３
８
５
）

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
渡
邉
七
子
さ
ん
は
、○
月
に
自

衛
隊
千
葉
地
方
連
絡
部
長
と
館
山

市
長
連
名
に
よ
る
自
衛
官
募
集
相

談
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。渡

邉
さ
ん
は
新
任
で
、県
南
地
域
唯

一
の
女
性
募
集
相
談
員
で
す
。

　千葉県弁護士会では、障害者や高齢者に関する人権問題や財
産、金銭、家庭内などの法律問題について、弁護士が電話相談に応
じる「障害者・高齢者の人権・法律110番」を開催します。
　日時／12月９日（木）午後１時から午後４時
　相談先／�043－227－9100（臨時電話）
　電話相談のほか、12月８日（水）までに千葉県弁護士会（�043
－227－8431）に申し込むと無料の面談相談も応じます。
　問合せ／弁護士法人房総法律（�043－225－1461）

千葉地方連絡部長と館山市長から
委嘱された渡邉さん

市内の自衛官募集相談員

障害者・高齢者の人権・法律110番

お 知 ら せ
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中
央
公
民
館
で
は
、「
家
計
簿
か

ら
見
直
し 

定
年
前
後
か
ら
の
自
立

を
目
指
し
た
生
活
設
計
」を
テ
ー
マ

に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
／
12
月
４
日（
土
）午
前
10

時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
千
葉
県
金
融
広
報
委
員

会
　
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
川

「
家
を
建
て
た
い
け
ど
、い
っ
た
い

ど
ん
な
知
識
が
必
要
な
の
？
」そ

家
を
建
て
る
の
に
、ど
ん
な
知
識
が
必
要
な
の
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で「
家
づ
く
り
講
座
」

ん
な
声
に
答
え
て
、内
閣
府
認
証

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
緑
の
列
島
ネ
ッ
ト

　　　　　　　　　　　内　　　　容
家づくりの資金大研究！（費用・金利・税金など）いくらで
どんな家が建てられるのか？資金や税金について解説
まさか我が家が欠陥？（新しい家づくりの基準、品確法
とは？）性能表示制度と瑕疵保障、トラブルになった場
合の住宅紛争処理を頼む機関を知っておこう。地盤につ
いての解説も。
自然エネルギー設備や防犯システムなど、最新住宅設備
を徹底解明。自然エネルギー設備や防犯システム、シス
テムキッチン、システムバス、洗面台、トイレなど最先端
の住宅設備を紹介。
シックハウスにならない健康な住まい、地域環境を考え
た住まいとは？健康を害さない自然素材を使った家づ
くりや森の大切さを説明し、次代に良い環境を残すため
の家づくりを考えます。

ワ
ー
ク
の
地
域

グ
ル
ー
プ
で

は
、「
家
づ
く
り

講
座
」を
開
催

し
ま
す
。

　
家
づ
く
り
に

つ
い
て
、あ
る

程
度
の
知
識
を

持
ち
、自
分
で

判
断
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
資
金
の
こ
と

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、地

域
環
境
ま
で
、家
づ
く
り
に
関
す

る
知
識
を
幅
広
く
学
び
ま
す
。

　
同
じ
内
容
で
、Ａ
・
Ｂ
２
コ
ー
ス

を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
／
家
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
人（
一
般
の
方
向
け
の
講
座
で

す
。建
設
・
建
築
関
係
者
や
そ
の
家

族
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）　

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
定
員
／
各
コ
ー
ス
と
も
30
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
　

受
講
料
／
千
500
円

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で「
家
づ
く
り
講
座
希
望
」と
し
、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、性
別
、年

齢
、電
話
番
号
、希
望
コ
ー
ス
を
記

入
し
、申
込
先
ま
で
。（
電
話
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
）受
講
で
き
る

人
に
は
12
月
２
日
ま
で
に
連
絡
し

ま
す
。

　
締
切
／
11
月
30
日（
火
）

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
０

　
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

で
は
、住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
す
る
際

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
形
式
に
よ

り
差
が
あ
り
ま
す
が
、補
助
額
の

目
安
は
６
㎡
で
約
10
万
円
、75
㎡

で
約
125
万
円
程
度
で
す
。

　
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る

場
合
も
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
補
助
対
象
／
集
熱
器
の
総
面
積

75
㎡
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

「
生
活
設
計
の
勧
め
」講
習
会

０
５
６
　
館
山
市
船
形
１
２
７
７

―
42
　
千
産
千
消
の
家
　
家
づ
く

り
講
座
係（
�
050
―
３
０
９
３
―

５
５
２
６
、Ｆ
Ａ
Ｘ
020
―
４
６
６

８
―
７
６
０
８
）

を
設
置
す
る
人

　
補
助
金
額
／
集
熱
器
の
総
面
積

に
応
じ
た
金
額

　
応
募
締
切
／
２
月
21
日（
月
）

当
日
消
印
有
効

　
問
合
せ
／
〒
102
―
８
５
５
５
　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
―

６
　
秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル

６
Ｆ
　
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
太
陽
熱
利
用
部（
�
03
―
５

２
７
５
―
９
５
６
６
）ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.n
ef.o
r.jp

崎
八
重
子
氏

　
対
象
／
男
性
市
民（
市
内
勤
務
者

も
可
）

　
定
員
／
15
人
程
度（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。代
理
出
席
不
可
）

　
参
加
費
／
無
料

　
締
切
／
12
月
１
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民
館

（
�
23
―
３
１
１
１
）

住宅用太陽発電を設置した住宅

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
に
補
助

Aコース日程
12月 ４日（土）
13:30～15:30

12月 ４日（土）
15:45～17:45

12月18日（土）
13:30～15:30

12月18日（土）
15:45～17:45

Ｂコース日程
12月 ５日（日）
10:00～12:00

12月 ５日（日）
13:30～15:30

 １月15日（土）
13:30～15:30

 1月15日（土）
15:45～17:45

家づくり講座の日程
集募

　ごみの収集は、12月31日～１月３日まで休みま
す。
　今年最後の収集日と、新年の収集開始日は次のと
おりです。ごみの搬出は、決められたものを決めら
れた時間に出してください。
◎収集日の朝６時から８時30分までに出します。
◎焼却場へ直接ごみを持ち込む場合、焼却を必要と
する書類などは、一度に多量に持ち込まず、数日に
分けて持ち込みます。
書類などのホルダーも
忘れずにはずします。
◎年末年始の古紙・紙
パックの回収日は、環
境美化カレンダーをご
覧ください。
　問合せ／環境保全課
（�22－3354）

▼燃せるごみの収集（指定袋での搬出）
収集の曜日

月・水・金曜日の地区
火・木・土曜日の地区

最　終　日
12月29日
12月30日

開　始　日
 １月５日
 １月４日

収集地区

月曜日
の地区

火曜日
の地区

水曜日
の地区

木曜日
の地区

金曜日
の地区

土曜日
の地区

金 属 類
ガラス類
金 属 類
ガラス類
金 属 類
ガラス類
金 属 類
ガラス類
金 属 類
ガラス類
金 属 類
ガラス類

12月27日
12月20日
12月28日
12月21日
12月29日
12月22日
12月30日
12月  9日
12月17日
12月24日
12月18日
12月25日

１月24日
１月17日
１月11日
１月  4日
１月12日
１月  5日
１月13日
１月  6日
１月14日
１月  7日
１月15日
１月  8日

種　別 最　終　日 開　始　日

▼燃せないごみの収集（透明・半透明の袋での搬出）

ごみの搬出は　　　　計画的に

▼年末年始のごみの持ち込み

新年は、1月4日（火）から通常どおりです。

可燃性ごみ（生ごみ・紙
類など）カン類・金属
類・ビン類等
※可燃性大型ごみ（木製家
具、草、木、たた みな
ど）を除く

29日（水）8:45～16:00
30日（木）8:45～16:00
31日（金）8:45～正午

ごみの種類年末の持ち込み日と時間

今から

年末年始のごみ収集

「
沖
ノ
島
サ
ン
ゴ
を
見
守
る
会
」代

表
で
海
と
島
の
環
境
保
全
を
中
心

と
し
た
活
動
を
続
け
る
三
瓶
雅
延

さ
ん（
市
内
沼
在
住
）が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
工
学
研
究
会
が

主
催
す
る「
水
辺
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
大
賞
２
０
０
４
」で
、先

月
16
日
、都
内
の
大
学
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
大
賞

は「
社
会
が
求
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
と
は
ど
ん
な
も

の
か
」を
テ
ー
マ
と
し
て「
誇

り
に
思
う
・
幸
せ
を
感
じ
る
・

心
が
や
す
ら
ぐ
・
後
世
に
残
し

た
い
・
楽
し
い
」と
考
え
る
水

辺（
港
湾
・
海
岸
・
河
川
・
湖
沼

な
ど
）の
空
間
や
活
動
を
全
国

か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
24
件
の
応
募
が

水
辺
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
大
賞

　
　
三
瓶
雅
延
さ
ん
　
優
秀
賞
を
受
賞

あ
り
、審
査
委
員
会
の
書
類

審
査
等
で
優
秀
賞
５
点
を
決

定
。こ
の
日
、優
秀
賞
受
賞
者

５
人
が
発
表
を
行
い
、大
賞

を
選
考
し
ま
し
た
。

　
三
瓶
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

海
の
環
境
保
全
は
、海
岸
清

掃
に
代
表
さ
れ
る
も
の
が
中

心
だ
っ
た
が
、子
ど
も
た
ち

に
海
の
生
態
環
境
の
重
要
性

を
、楽
し
み
な
が
ら
、し
か
も

自
然
の
驚
異
や
海
の
す
ば
ら

し
さ
に
つ
い
て
、体
験
を
通

じ
て
、実
践
的
に
行
う
教
育

効
果
が
あ
る
」と
し
て
、審
査

委
員
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

子どもたちと探索する三瓶さん
（昨年５月、沖ノ島）

お 知 ら せ

年末は、12月28日（火）まで通常どおりです。

ろうしん

　市などでは、映画「老親」の上映
会を開催します。
　この映画は、老親介護の生活を
描く中で、性別役割分担や女の生
き方を問い直し、高齢者の自立を
見つめています。
　日時／11月24日（水）午後１
時30分開場、午後２時開演
　場所／南総文化ホール
　ストーリー／長男の嫁で専業主

映画「老親」の上映会

婦の成子は、姑の死後、家を離れ、娘とともに舅と７年間暮
らす。「舅や夫の世話や介護で生きるなんてまっぴらだ。自分
を生きたい」と離婚。自立を志すが、他人となった舅が転り
込む。自分のことすら何一つできなかった舅が、半年で一家
の主夫に大変身。奇妙な同居生活を送る。その後、舅は去る
が、今度は寝たきりの実母を引き取ることになる。　　参加
費／無料
　問合せ／秘書広報課男女共同参画係（�22－3135）

老親介護を通じて自分の行き方を考える



ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
訪
問
介
護
員
）が
家
庭
訪
問
し
、排
せ
つ
・
入

浴
・
食
事
な
ど
の
介
助
す
る
身
体
介 

護
・
炊
事
や
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物

な
ど
の
日
常
生
活
の
手
助
け
を
行
う
生
活
援
助
が
あ
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

家
族
の
た
め
の
家
事
・
庭
の
手
入
れ
・
ペ
ッ
ト
の
世
話
・
洗
車
・
大
掃

除
や
家
具
の
修
理
な
ど
の
日
常
的
な
家
事
の
範
囲
を
超
え
る
も
の

　中央公民館、健康管理課、千葉県牛乳普及協会が共催
して｢親子クッキング教室｣を開催します。
　日時／12月18日（土）午前９時30分～正午
　場所／コミュニティセンター
　対象／市内に住む小学生とその家族
　定員／15組（応募多数の場合は抽選）
　講師／須藤陽子氏（須藤牧場）
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親子クッキング

12月のプログラム子ども市民大学 問合せ／生涯学習課（�22－3698）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

25日
（ 土 ）

10:00～ 甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

館山市立博物館
�23－5212

しろやまコース
信

  4日
（ 土 ）

11日
（ 土 ）

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

12/14
～1/23 安房の伝統工芸Ⅱ

安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智一　般

大房岬少年自然の家
�33－4561

どなたでも
40人

スターウオッチング観望会（1）
「天体望遠鏡を使った星空観察」
（12/6から申込開始）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
幼児

 ３日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

たいぶさコース
仁

NO�� !"#$%&'()

ミニ門松作りに挑戦
（子どもでもできるミニチュア門松）

館山野鳥の森
�28－0166

①10:00～

②14:00～
鳥となかよしコース

孝

どなたでも
30人

（低学年は大
人同伴）

1/15（土）

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

おはなし会 館山市図書館
�22－070114:00～

ぶんがくコース
孝

小学生
60人

  19日
（ 日 ）

  18日
（ 土 ）

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

プラネタリウム一般公開
「エウローペとやさしい白い牛（おうし座）」

一　般
200人

大房岬少年自然の家
�33－4561

たいぶさコース
仁

10:15～

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

博物館教室「万祝染め」 安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智

一　般
20人

館山野鳥の森
�28－0166

鳥となかよしコース
孝

クリスマスリース作り
（つる植物など自然の素材を使って）

どなたでも
30人

 9:30
～15:30

牧場からの素適な贈り物

　内容／調理実習、牧場クリーム

シチュー他、バター作り体験
　参加費／無料（牛乳普及協会で
材料費負担）
　持参品／エプロン、三角巾、子
どもは上履き
　締切／12月10日（金）
　問合せ／中央公民館（�23－
3111）

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・
年中無休）が設置されています。
　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

安房医師会病院
�25－5111

夜間救急・休日救急

 1日(水)
 2日(木)

 3日（金）

 4日（土）
 5日（日）
 6日（月）
 7日（火）
 8日（水）
 9日（木）

10日（金）

11日（土）
12日（日）

13日（月）
14日（火）
15日（水）

小田病院（鴨川市）　�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院（鋸南町）     　      �55－2125
東条病院（鴨川市）　 �0470－92－1207
富山国保病院（富山町） 　     �58－0301
鋸南病院（鋸南町）     　       �55－2125
赤門整形外科内科（市内）       �22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　 �0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　 �0470－97－1221
小田病院（鴨川市）　 �0470－92－1128
赤門整形外科内科（市内）        �22－0008
石渡病院（天津小湊町）
　　　　　　　　　 �0470－95－3011
富山国保病院（富山町） 　     �58－0301
東条病院（鴨川市）　 �0470－92－1207
小田病院（鴨川市）　 �0470－92－1128

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

12月
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◆◇◆◇◆◇◆◇

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
赤門整形外科内科（市内）       �22－0008
鋸南病院（鋸南町）     　       �55－2125
富山国保病院（富山町） 　     �58－0301
東条病院（鴨川市）　 �0470－92－1207
小田病院（鴨川市）　 �0470－92－1128
小田病院（鴨川市）　 �0470－92－1128
原クリニック（市内）               �24－5711
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院（鋸南町）     　       �55－2125
館山病院（市内）                       �22－1122
松澤医院（鴨川市）　 �0470－97－1122
富山国保病院（富山町） 　     �58－0301
東条病院（鴨川市）　 �0470－92－1207
赤門整形外科内科（市内）        �22－0008
館山病院（市内）                       �22－1122
富山国保病院（富山町） 　     �58－0301

　　　　　
　　　

安房医師会病院の小児科の診療は、日曜日の9:30～16:00に、救急
のみ診察します。祭日については問合せてください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】

【休日･夜間】
【休日】

16日（木）

17日（金)

18日（土）
19日（日）
20日（月）
21日（火）
22日（水）
23日（木）

24日（金）

25日（土）
26日（日)

27日（月）
28日（火）
29日（水）
30日(木）
31日（金）

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち「
家
庭
を
訪
問

す
る
サ
ー
ビ
ス
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ワン！　
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イ
ン
ト
介
護
保
険 

42

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

【休日･夜間】

【休日･夜間】
【休日･夜間】
【休日･夜間】

入
浴
が
困
難
な
要
介
護
者
等
の
家
庭
に
、

入
浴
設
備
や
簡
易
浴
槽
を
積
ん
だ
移
動
入

浴
車
で
、入
浴
の
介
助
を
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
な

ど
が
訪
問
し
、主
治
医
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
そ
の
指
示
に
基
づ
い
て
、病
状
を
観
察
し

た
り
、ま
た
療
養
上
の
お
世
話
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
が
家
庭
を

訪
問
し
、主
治
医
の
指
示
に
基
づ
い
て
、日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た

め
の
機
能
訓
練
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

通
院
が
困
難
な
要
介
護
者
等
の
家
庭
を
、医
師
や
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

等
が
訪
問
し
て
、療
養
上
の
管
理
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
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課
高
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対
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係（
�
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３
４
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）

⑤
居
宅
療
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管
理
指
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④
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問
リ
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リ
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③
訪
問
看
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②
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問
入
浴
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護

①
訪
問
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護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

【休日･夜間】
【休日】

新鮮なしぼりたての牛乳を使ったお料理づくりに挑戦！

【休日･夜間】
【休日】



19 だん暖たてやま

こんなことあんなこと 相談案内お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）

　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
午前10時～午後３時

（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日

午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、

１日４人まで
　場所／市役所４号館

　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

児　童
家庭関係・養育問題など　

　日時／毎日　午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
�22－3111内線576

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配

　日時／12月7日（火）・14日（火）
21日（火）・28日（火）

　場所／安房健康福祉センター
　申込／�22－4511（予約必要）

結　婚
日時／毎月第１、第３日曜日（１月４日はお休み）

午前10時～午後４時
場所／市役所４号館

　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

介　護
在宅での介護に関する心配ごと、

悩みごと
日時／24時間、毎日

　場所／館山市在宅介護支援センター
なのはな　　�29－2800
ほほえみ　　�27－6411
たてやま　　�25－7191
安房医師会　�25－5030

  古　紙

  5日（日）

21日（火）

12日（日）

28日（火）

10日（金）

26日（日）

  9日（木）

  6日（月）

23日（木）

22日（水）

  紙パック

16日（木）

   2日（木）

   9日(木）

24日（金）

   9日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

●1 2 月の古紙・紙パック収集日

　◎希望します【希望条件】

　【無料】

　【相談】

　【1,000円】

　【3千円程度】

　◎譲ります【希望条件】

　【500円】

　【700円】

　【5万円】

男子学生ズボン（黒）ウエスト75

～80cm、ピアノ用イス

セミダブルベッド（本体のみ）男

子学生ズボン（黒・美品）ウエスト

70～73cm

草刈機

おとそ（器）一式

ナショナル電気ポット2.2㍑

デスクトップ型パソコン

（ソニーバイオPCVLX30BP）、

プリンター付き

　問合せ／商工課消費生活係　�22－3956

不用品情報コーナー

乳幼児
◎乳児健診

　日時／12月15日（水）
　対象／４か月児

　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／12月6日（月）

　受付／午前9時30分～10時３0分
　◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）

　日時／12月2日（木）
　対象／平成15年5月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）

　日時／12月16日（木）
　対象／平成13年６月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分

　※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
日時／月～金曜日　午前９時～午後４時

場所／中央公民館
問合せ／�23－3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第２金曜日
知的障害：毎月第４火曜日
午後１時～午後３時

　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
知的障害：田村病院

申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に
申込みをしてください。�22－3492

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時

　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局

人権相談室　�22－0620

交通事故
電話でもできます

　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内

　問合せ／�22－7132

行政相談
　国など、行政への苦情や意見、要望

　日時／12月15日（水）午前10時～午後３時
　場所／那古地区公民館

　問合せ／市民相談室　�22－3199

消費生活
　商品のサービスや苦情、問合せ。
　日時／12月2日（木）・16日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように　ビ
ニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね　てく
ださい。
問合せ／環境保全課　�22－3354

年　金
厚生年金など

日時／12月16日（木）館山市役所
受付／午前8時30分から正午
来場者が多数の場合、

早めに受付を終了する場合があります。
相談／午前10時から午後3時
問合せ／市民課保険年金係

�22－3418

18

12月のイベントインフォメーション

11月１日現在の申込み分の中より掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
千葉県文化振興財団ホームページ
        　http://www.cbs.or.jp

総文化ホール

平成16年11月15日

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者
 1日（水）

 3日（金）

11日（土）
12日（日）
19日（日）

21日（火）
22日（水）
26日（日）

 3日（金）

 4日（土）
 5日（日）
11日（土）

18日（土）

23日（木）

館山市教育委員会 �22-8051

原桃子音楽教室�0470-93-2248
飯棲舞子　 �0470-96-0752
財団法人千葉ヘルス財団
           �043-223-2663
リ エ ダ ン ス カ ン パ ニ ー
　　　　　 �090-2236-2929
サウンドシグマ　�22-9866

　13:30～15:30

　13:00～16:00
　13:30～15:30
　13:30～16:30

　18:30～21:00

　13:30～15:30

申込み
必　要
無　料
無　料
無　料

無　料

有　料

 

小 

ホ 

ー 

ル

第15回館山市老人クラブ連合会
　　　　　　　　　　　　演芸大会
文部科学省指定学力向上フロンティア事業
館山市内５小中学校公開研究会
映画　東映アニメ
文化祭　館山市吹奏楽団定期演奏会
プラハ少年少女合唱団
　　　　　　　クリスマスコンサート
映画「スウィングガール」
映画「スウィングガール」
ヒップホップダンススクール
　　　　　　エボリューション発表会

　10:00～16:00

　12:50～16:40

　　 未　定
　14:00～16:00
  14:00～16:30

　19:00～20:45
　19:00～20:45
　18:00～20:00

無　料

申込み
必　要
未　定
無　料
有　料

有　料
有　料
無　料

館山市高齢者福祉課
　　　　　　　　�22-3487
館山市教育委員会�22-8051

横芝銀映　 �0479-82-0012
館山市文化祭実行委員会�22-3698
館山音楽鑑賞協会事務局
　　　　　　　  �22-3698
ペニンシュラ 　 �23-8802
ペニンシュラ　  �23-8802
渡辺忠隆 �090－3499-4384

文部科学省指定 力向上フロンティア事業
館山市内５小中学校公開研究会
ピアノ発表会
第５回いいずみピアノ教室発表会
在宅ケア研修会

JAZZダンス・ハワイアンフラダンス
　　　　　ウィンターフェスティバル
夢のひととき　～石橋美重コンサート

山駅市民ギャラリー

11/19～12/17
12/18～ 1/9

日　程 催　　物　　名

11月１日現在の申込み分を掲載。
問合せ／中央公民館 �23－3111ミュニティセンター

問合せ／都市計画課 �22－3612

※主催者の都合により変更になることがあります。

環境美化ポスター入賞作品展
押花展

12月の休館日／6日、13日、20日、27日、29日、30日、31日

第４回やわたんまち写真展
12/15（水）
　～12/18（土）

9:00～19:00

日　程 催　物　名開催時 間
全日本写真連盟
館山支部

主催者

大
　 
ホ
　 

ー 

　
ル

コ

館

南


